研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　職　種　介護員　氏　名　柏谷　楓

	期　　間　　平成22年10月16日　～　平成22年10月16日

	出張目的　第19回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

今回初めて参加し、全体を通して介護をしていく上で、参考になるものや知らなかった事、これからの課題等が見つかった。自分達の学術でも参加は初めてで、どのように研究していくかという事を先輩や上司をみて学んだ。

様々な施設の発表を聞かせていただき、南山苑以外でも同じような問題を抱えていてその問題を改善しようと研究を重ねていることを知ることができた。またその研究の結果や考察からこれからの取り組みの参考にしていきたいと思えるものもたくさんあった。

学んだたくさんのことをこれからケアをしていく上で活かしていきたいと思う。そして、一番に利用者、利用者の家族の気持ちを考えて日々のケアに専念していきたい。

＜研修要旨＞

・当施設における食形態改良試み

介護老人保健施設　すずかけの里

嚥下食（ミキサー食及び軟菜食）は従来とろみ剤や片栗粉で粘性を調子していたが、調整してもなお嚥下不良やたべこぼしなどがみられる方がいた。今回、更に摂食・嚥下しやすいものを提供するため増粘安定剤を検討し、食形態の改良を試みたので報告する。

(対象)　

平成２３年６月時点でミキサー食、軟菜食を提供している入所者２６名。

(方法)

· 食形態ごとに適切な増粘安定剤を選択するためサンプルを試作。看護士、言語聴覚士、介護職が試食し摂食・嚥下しやすいものを比較検討した。

· とろみ剤や片栗粉に代え、検討した増粘安定剤を用いた食事を提供した。

· すずかけ式摂食・嚥下グレードと、摂食・嚥下状態についてのチェック表を作成。｢むせ｣｢飲み込み｣｢食べこぼし｣｢すくいやすさ｣｢口腔内残渣｣について観察を行った。

(結果)

· 職員間での増粘安定剤の検討は、とろみ剤や片栗粉よりもゲル化剤が嚥下しやすいとの結果となった。○そこで、ミキサー食はペースト状からゲル化剤を使用し固形化とした。ミキサー粥は糊状から酸素配合のゲル化剤を使用し固形化とした。また、軟菜食はとろみ剤からゲル化剤とした。

· 入所者２６名のすずかけ式摂食・嚥下グレードでの大きな変化はみられなかったが｢むせ｣は２４名｢飲み込み｣は２３名｢食べこぼし｣は２４名｢すくいやすさ｣は１６名がそれぞれ改善した。｢口腔内残渣｣は２６名全員が良好な結果となった。

(考察)

食形態ごとに増粘安定剤を検討し形状を変えたことにより誤嚥の防止と残存機能に適した食事提供が可能となった。またミキサー食や軟菜食は食物が口腔内に残りやすいというデメリットもあったがその点についても改善されたと思われる。

(終わりに)

今後も個々の状態に対応した安全で食べやすい食事を提供していきたい。

＜考察＞

ミキサー食は、ペースト状からゲル化材を使用し固形化としたり、ミキサー粥は糊状から酸素配合のゲル化剤を使用し固形化としたり、軟菜食はとろみ剤からゲル化剤とする事ことで、むせ、飲み込み、食べこぼし、すくいやすさ、口腔内残渣の改善がはかれていると思われる。ゲル化剤にも、肉、野菜、魚、果物などと、種類に合わせてゲル化剤を使い分ける事により、、ペースト状、糊状、とろみのものから固形化し食べやすい形に変えられたと思われる。固形にしたことにより、とろみでも何の食べ物なのかわかるし、以前は何を食べているかわからないということから食欲がなかった方も魚、肉などと形がわかり食欲にも繋がっていくと思われる。

＜研修要旨＞

· 地域密着による効果

～園児達との触れ合いによって～

（目的）

これまで取り組んでいる保育園訪問を通じて、入所者の心境の変化を実感している。そこで、入所者が園児たちに会える楽しみや幸せ、昔を懐かしむ気持ちを持つことで日常生活の活性化を図っていく。

(対象)

グループホーム入所者　女性９名(全員)

（方法）

年２回(６月・１２月)、近隣の保育園を訪問し、入所者の表情や言動の観察を行い、普段との違いを比較する。

(結果)

園児たちと触れ合うことで、自然に表情も柔らかくなり、｢見ているだけで幸せになる｣といった言動が多数聞かれ、改めて子供達のもつ癒しの効果を実感した。また、園児たちも別れ際、名残惜しそうに手を振っていたり、泣き出す子も見られ、｢純粋さや新鮮さ｣が垣間見えた。

(考察)

保育園訪問は、平成１９年より試みているが、毎回、入所者は園児たちに癒され、明日への活力を貰い、日常生活の活性化に繋がっている。その為保育園訪問は、入所者・園児たちにとって日常生活の活性化を図る上で、今後も重要な活動の一つとして継続していきたい。

＜考察＞

保育園訪問を行うことによって園児たちに癒され、明日への活力を貰い日常生活の活性化に繋がって

いると思われる。また、地域でこうした触れ合いがあると、地域全体も明るくなりますし、人々にとっ

ても交流することによって、心が温かくなると考えられます。お互いの生きる活力にもなり、そして、

笑顔で楽しい暮らしにも繋がっていくと思われる。
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